
「本当にすみませんでした」 
 
 ぼくは財布から本の代金を取り出してソファテーブルに置き，深く頭を下げた。呆れられ 
 
るか，ののしられるか，帰れと言われるか，じっと待っていると，子どものような笑い声 
 
が聞こえてきた。驚いて顔を上げると，女の人は腰をおりまげて笑っていた。ひとしきり 
 
笑ったあとで，話し出した。 
 
 
「じつはね，あなただけじゃないの。この町に住んでいた子どもの何人かは，うちから本 
 
を持ってってると思うわよ。祖母の具合が悪くなって，それで私たち同居するために引っ 
 
越してきたんだけれど，はじめてあの店を見て，私だって驚いちゃった。持ってけ泥棒っ 
 
て言ってるような本屋じゃない。しかも祖母はずうっと本を読んでるし。私も幾度か店番 
 
をしたことがあって，何人か，つかまえたのよ，本泥棒」女の人は，また笑い出した。 


